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聞草津市普通余計および連結ペース財務書類について(平成22年度決算)� 

1.公会計改革の問的

「地方公共間体における行政改革推潜の更なる推進のための指針J(平成 18 年 8~ 31詩〉等によると、

地方公共冨体は、普通会計および連結ベースでの財務書類4嚢(貸借対照表、行政コスト軒算書、資金訳

文計算書、経費態変動計算書}を整備、関示するよう要請されています。財務書類4衰の膿備により、本

市の財政状誌を適留に?警報開示し、これまでに取得した資産や負債、行政サーピスに製した経費等の財政

実態を明らかにすることで、更なる資運援護務語文革の捨進に繋げることが重要です。� 

(1)住民に対する開示の実践鶏果{灘明憶の向上、説明糞授の護行〉

・住民サ…ピスとコスト、負担の関係者明示することにより住民や職員のコスト意識者高めることがで

きる。

-財源とその使途を許せて明恭すること比より、離しい財政状況、資金繰りを共有することができる。‘ 

(2)行政経繋意志決定への活用実践効果{マネジメントカの向上)

・抱団体との比較分軒を遥じて市の棒徴・課題が明確になり、今後の方向性検討に役立てることができ

る。� 

(3)余計情報整備の実践効果(資牒・債務の適切な管璃〉


-選体紫蘇を把握することにより、資産の効率的な活用(兜却を含む〉を諮ることができる0


・資産台離の整備により、公害財康管理の実効性(現物と日� /Sの整合)、効率性が向上する0

・米i援金の整理{田坂不龍額の算定等}を促進し、収納事務の実効性、効率性が痛まる。


-債務(場職手当等}に対する鏑えが適境iこなされているかを把譲することができる。
 

2.財務書類から得られる情報

内響

貸器対顕著受

財務議事懇� 1駐韓

決算時点iとおける市の財政状態を訴すもの -次世代に引き継ぐ資藤はいくらあるのか?

ストッf¥で、これまで詩すが難設してきた施設等(資灘) -次世代に負担を先送りした借金残高は?

靖報/の累計額と、その調達財譲{負賓と純資諜) -当年!tまでに援供務みの行政サーピスについて、

を把握することができます。 次世代iこ先送りされた負強(引継ぎ資産のない負

強)はどれだけか?

行政コスト -経常白色な行教サ…Eナスにかかったコストは?

計襲撃撃

一会計年度において、人的サーピスや給付サ

}ピス等、行政サ…ピス全般の供給に摸した -受益者負担でどの程度賄われたか? 

経費を集計したものであり、民期金業でいう� 

f損益許算審JIと紹当するものです。~ 
-投棄的経費ほどの財源で賠っているか?

計算機

資金収支 行政活動を驚金の流れから捉えたものであ

り、一会計年度における資金の増減を、持政 -支出の負担金持来託先送りしていえまいか? 

d空ち におけるの活動収支区分(経常的収支・ -年間での資金の変動要弱は?

公共資藤醸鑓収支・投資および財務的収支)

，grHこ表惑することによって、資金の灘瀧源泉

と鏡途を鰐らかiこするものです4

純資藤変動 -当年震の持政サ}ピスの世代欝負拍の状説は?

計算審

貸器対熊議中の� f純資産の蔀JIこついて、会

計年度中の勧告?を農す計算書であり、その増 -措金以外の饗議議譲慰諒はどう変北したのか?

その他情£ 誠要図書?知ることができます。



3.平 成  22年重賞錆対照表〈普通会計}の概要

貸借対照表は決算時点における市の財政状況を示すもので、これまで市が建設してきた蒐設等〈資産〉

の累計価僚と、その調達財諜(負債と純資麗〉を総括的に示すものです。

{資金の使途] {資金の源来}

(資金会何に使ったのか} (資金をどこから調達したのか)


〆
人 、〆 人
 、 

借 方 貸 方

資 鹿

(土地・建物・基金・現金等)

ト将来世代位引き継タ社会費頑 

i僕務返務め封轍矧

負 積

{地方債・退職手当主当金)

海来鷲f若宮資禎l

純資産

{酷熱補助金・一般階諒等)

同紙猷槻酬はる鯛

f資 産 J:蒋来世代iこ引き継ぐ社会資本と、農務返葬の財源等を衰します。

「負 債 J 持来世代の負担となる今後退務すべき費務を表します。 

f純資産J:過去および現世代による負担、つまり、将来世代が受け接ぐべき財産の

実紫鍾値を表します。 

4.貸舗対醗薮作成の前蝿条件

本市の貸構対照表は、王手成 19年 10JHこ総務省「新地方合会針頼度実務研究会報告書Jで示された財

務議事頚作成要領に基づき作成し、具体的には下記条件により作成しました。 

φ対象:普通余計

欝通会計と i念、総務省が毎年実施している f地方財政状況諦査{決算統計}J に基づくもので、一般会計に公脅事業

会計等を除いた特.8IJ会計を加えたもので、本市の場合、一般会計、設宅新築資金等貸付事業特踏会計、学校給食セン
タ}特京会計、草津栗東休日急病診療所特艇会計が含まれます。

争作成基準日 :3月 31詩

出総整理期滞 (4月 1日から 5月 311:0中の収支は基準 nまでに終了したものとして作成しました。


命有野欝定資産の算定方法:普通建設事業費の累計額〈敢得原錨}

有形閤定糞産の算定は、原長号、再調逮価額により算出するものとされていますが、現時点では資産台帳等の基礎デー
タが不足しているため、費産整理が完了するまて?の当衝の問、決算統計上{昭和 44年度以降〉の事普通建設事業費の

積み上げ計算により算定しています。従って、昭和 43年度以前に取得したもの、寄付や無償穣渡により取得おれた

もの、昭和 44年夏以降現者までに総額・売却されたもの等については、反映されていません。

{今後、資産台楼整備の段轄で精査を行い、可能な限り反映できるよう努めていきますJ

@譲価償却の方法:定額法

有務雷定資産のうち構造物については、下表のとおり作成要領に示された耐汚年数畿に基づき、残存価額ゼロの定額

法により、滅価韓却費を算定しています。 
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有形冨定資意欝舟年数表
区分 区分 車.R司定1:.軍曹� 

111隠務質� 7之木霊童� 
(1 }庁曾等 以3 (1 }遺書審 48 

lZ. t;"OJ1也� 25 (2)羽Iりょう 巷。� 

12民fIt (3)罪[JI 49 

(1 )保育所 30 A ド阪� 50 
(2)' Eのf也� 25 :5 FI守'i司馬.:0:.� 30 

ヨ窓裏競奪罰� 

25 :6 ;潤 49 

25 (7 S市富TI堕
酎路� 48 

1 25 IIIml']JI..車場 20 

‘2. 48 40 

~3 国 渓3 t密� <10 
:4 防� 紙3 その犠� 25 
:5 司書� ou ~8)住宅 <10 
β}展栗康平守護側� 20 :9)室港�  25 
(7) 30 V)"てV.l1富島 25 
l8Jtの偲� 25 8i 百貨� 

61OJエ実 25 T審� 50 

Eの1IB� 10 
草署� "JI邑 紙� 3

11その他� 25 

⑤固定・流動の版分:� 1年基準

墨書車問の想日から� 1年以内に換金し得るもの、支払期限が到来するものを� f流動J、それ詰外のものを� f露主主j とし

て分離しています。

舎費持可能饗獲の義富および葬定方法
公共用に供されていない事普通財援のうち、将来現金花が可能なものを対象にしています。ただし、貸付等により、経

常的に財産収入があるものは徐いています。また、売裁可能儲額については、車期、朗建費産評鑑額を恭に� f評価単

価×蘭積x1017 (画定資産評価額は公示価格の概ね7観穏農とされているため)jにより算定しています。

⑦田収不鶴見込額の算定方法

債権(収入来済額)の回収不能見込額の算定にあたゐては、個別の債権分析に議づき、以下の方法で算出、計上して� 

L、ます。

*個別に医収可能性の暫艇が可能なものについては、積み上げにより算出

*各債権ごとに債権者の件数が多い場合は、未収金の回収率等を勘案して算機� 

5.貸借対擦表� 

f饗逮J(1， 801撞� 8，15175丹)

資麗誌、これまでの行致活畿により形或された経営資援としての財産的儲範(減価憤却後)の総領令ポしています。� 

f公共資瀧J(1，642韓� 992万円}

道路・橋梁、公園、学校、市民センター等の行政財産(土地を含む)さとその諒的裂に分類して計上しています。

「投資等J(85撞� 9，992万円)

韓関体への出資金や貸付金、特定目的基金、長期難滞債権(過年度調殺分)等を計上しています。� 

f援護主棄産J(73鐘� 7，167万持}

講義計現金の盤、比較脅さ流犠牲の高い基金である財政調整基金と誠讃基金、未叡金{現年制定分)等を計上して

います。未i託金には、市貌をはじめ、襲用料，手数料・分義金・負強金� e藷寝入等に係る収入未済金と、次年

度への繰越事業に光当される悶果支出金等が合まれています。� 

f負債J(450億� 9，208万円)


資麓形成等の財援として欝達した資金のうち、返済の必要があるものです。
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「醤Jt負債J(401犠 6，206万円)

地方債桟高命的、在籍する職員全員が年慶末に議日都合により退載したと銃定した場合に必聾となる退職手潜

の総額として退鞍手当軒当金を、また、接務負担行為のうち物件の引載しを受ける等、既に確定した讃務とみ

なされるものについては、長期米払金として計上しています。 

f流動負積J(49億 3，002万円}

地方債残高および退職手盗事I当金、積務負担行為のうち翌年麗の支払予鷺額を計上しています。

「純資蔑J(1， 350儲 8，943万円}

資産から負債そ差し引いたものであり、資産形成等の財課として欝薄した護金のうち、 i底務をど獲しないもので

す。過去および現世代が負担してきた額と欝えますが、それを閣と県、市民〈市税等)が t!れだけの割合で出

し合ってきたかを表しています。 

f公共資産等醸錆欝県補助金等J(329億 3，763万円)

これまでの社会資本整備(普通建設事業費)に充てた対諒のうち、関・熟支出金の部分を計上しています。用

地取得費に充てたもの以外は、宥形閥室資醸の綾部償越に合わせて横線{控除)金行っています。 

f公共資護等整備一般財顕等J(1， 168億 4，323万円)

開識に社会驚本整備{普濡建設事業費) Iこ先てた財源のうち、題・県支出金、地方債以外のものが計上されて

おり、市税等によりこれまでに帯民が直接負翻してきた額であると震えます。

「その純一般財源等J(s148鍾 6，175万円)

臨時財政対策療等、饗産形成を伴わない地方債〈赤字地方債)を超債していることや、 i是接手当の支払いに対

する基金の積み立てが不足していること等から、滋常ここはマイナスの傭となります。これらの負債は、税収

等の一般財擦により賄わなければならず、すでに将来の財糠の一部が盟主主イちされていることを示しています。 

f資産評鑑麓額J(I億 7，032万問}

軒たに売裁可能資産を計上した場合や、資産の評僅磐えを行った場合、寄附等により無欝で資接を受贈した場

合等iこ評価額と轍簿錨格の差額をここに計上します。本市の場合は、指部可能資産の評儲額が計上されていま

す。

[資産の部} I負債の蔀} [450懐 9，208万円}

公共資産  1，642嬉 992万間 閤主主負債 401億 6，206万円

有形箆まさ資産 1，640億 3，960万円 地方債 341億 6，き32万円

売却可能資重量 1億九 032"万円 長期米払金 2億 6，025万円

退級学~引当金 57億 3，349万円

議登護 85稽 9，992万四

投資及び出資金 2費量6，384万円 流動負債 49偉 3，002万円

貸付金 l億 5，000万円 渡益手度償灘予定滋方債 35億九 530万円

語審金等 73億 3，093方向 短期借入金 G万円

長期延滞債機 11億 9，874方向 米払金 2億 6，916方向

問収不能見込額 ム3億 4，359万円 翌年度支払予定退職察当 7億 7，217万円

貸与引当金 3鍍 1，339万将

流動資産  73億 7，167万丹 【純資産の部] [1， 350億 8，943万円  1
現金預金 71健 2，827万円 公共資産等整備国県補劫金等 329億 3，763万円

米収金 3億 3，279万円 公共糞産整備一般財謀等 1，168犠 4，323万丹

回収不態見込額 .6.8 万円39，♀ その他一般財諒等 企 148億 6，175万円

安産評価差額 1後 7，032万河

資産合計 [1，801憶 8，151万円] 負債・純資産計 (1， 801億 8，151万円  i

尋



貸借対照義
(碍l/it23年� 3月31悶現在}� 

{司直後:'fPl) 

習量 方� 2置 方� 

{資産の毒事] [負債の都] 

1 公共資産 1 鑓定免債

(1)有形固定資康 (1)治方自E 34，168，31嘗� 

①生活インフラ・� 11:1:係金 意書，� 990，801 (2) 豪華毒素主主会

③敏宵 41，334，8，12 ①電量事干のZ量入司事 2~， 248 
町山町一一一一一一回�  

③福祉 6，549;掛� ②後君臨深llE又は4養失事事費量 S 

③環境衛生� 7; 1鰯，� 135 ③その鎗 Mo  
輸嶋嶋崎凶幽白ーーーーーーーヲ--

⑤E監察擾奥 4，762，815 長期未払金計� 260，24喜� 

⑤湖防 1，051，361 (3)退聴手当事i幾会� 

②事軍事軍 弘� 155，323 (4)損失補慣等事l幾食

事官聖書量定...苦手� 164，03止叡)3 国定負債合計� 40，1昏2.税調E 

(2) 発童書室著書事実重量 -一」ゑ裂と
公共3隆盛会苦手� 1事4，忽)9，幸19 2 策動魚後

(1) 饗童手獲銭湯'fJ豊富島2官僚� 3，615.ぬ4

2 t!t資等 (2) ~霊童書銭入金〈獲量事度線上交際金} 骨

(1)投資及び出資食 (3) 来事主金� 

①投資及び出資金

②録賞損失望l灘食

九� 263，83ι
リ吃明。� 

(4) 重量主事11支払'f'窓i護憲章者辞書量� 

(5)貸与事i議会

後策及び出資金針� 2ω，838 涜劃負骨量合肘 4，叡調民意2s� 
圃幽圃幽圃幽幽幽幽-剛刷剛刷剛剛剛削�  

(2)貸付金� 1ω，似抑� 

(3)議会等 負 償 合 計 45，092，。事S

①造車韓手重量積書聖書S余 1，50 860 .1，

②その銭特定礎量普通車金 二号� 4，870，314

③土主毒機発&重量 総� 8;75書� [純資康の榔1 
⑤その偽E定綴車庫湾総量量

⑤退議季語請書草食事Ili.金

2 章

一 、母� 

1 公共..Iif型車奇襲� 11.匹繍劾金等� 担� .931，621 

事金書事者十� 7，忽10，事総 2 公共資重量毒事量産奇襲一銭Ilt量軍事事� 116，843，235 

(4)長期滋滞債織� も1銚� 745
-一剛刷剛切開制剛剛剛剛剛剛剛欄剛m

(5) 回収不能見込書損 e 、t:.343，鈴鹿 3 その事量一童書翼電車車有害� t:.14，8奮し� 151 

投資等合計� 8，5鈴，銘2 

4 置u!置S事績殺事誕 170， 31轟� 

3 減量陸資2量

(1)~軽重量測会 純 資� E駐 合 骨十 135，鎚9，427 

①量tltllll量産議会� ，1534， &73 

②2雇者1&金
-ーーァーー一司-ーー

バ� 2.0容器，� 07事

③録音争議会 ，87 ，514聾'，

現金苦査会計� 

(2) *'総会

①地2甘滋 筑)9，� 020 

②その他 23，76器� 

③閲収不能見込銀 t:.ω，386 

朱板食器す

諸島..合計 7，371，昔65 

実 悪霊 会 きす 180，181，507 負債・純資産合計�  180，1事1，507 
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4 普選会計の将来負担に劉ずる聖書緩※� 

11銭湯予定}れ型車奪 f努事き費量著書・
主車窓費量・{長期}未払 5]練費量健

一一一一

含まれることがJ!.12.疲れているものです.1:こ地方交付磁の算定の越後lについては、償還時2'fR鈎011.健温'"担額を含む}のうちゅ.11婚フ官僚残高〈獲得3事喪

{評著書提3
E負債針よ 注

項目 金重量

叫一一一一一一「
 

331...'，.)里 総ふ乎符

金ム亙i単金1

:r(.7'紙鐙3 'f内

二二量五千円 t:.阿君子円J 

ふ� 16.抑，W
f 

音量遜会計の将来重量4量級
[内叡] 智通会き?治方債残高

司監理事免鎗行為支出予定義重

公.事業地方費量重量鐙J!.込書購 千円� 

一惨事2聖書量金書事治方債負媛県込鐙

還君臨宇治負担見込磁

..三1!ク世-1iJ奇襲幾重量短見込書購

連結実質務.重量

時量撃事湾総合等実質量島.負盤書量

&金書事将来重量鍾緩... 64.肌踊乎m 
[p警察] 鳩方債償還護軍司事業道義金書島高� i3.891;331 乎湾

地裁事隆司E遺書筆者事発溢血入.1.1み鐙� γ10. 重量7.4~~.千円
全車1;積償還個等型車道:sl1せ書露見込錨� 嘩0，311面� 595千円F ぅ b

{霊童警 1)官官遜会世十が将来災後すべき実質的な負債� 127，20母子符� 

※� 5 平町罰事固定.畿のうち、::t:織は� 61.984.11幸子何です.また、有罪露題建策療の濡価償却』匡厳重量iま75.048.ω4'f円です. 

楽，� I由罵体 lU~!亀岡への支出金によザ毒事嫁された貨獲 

よ03度総会に究滋書れた露tJ華

※� 2 .務負錦特急iこ草書する情報� 

{①さ義援インフラ・国土保余

②書量宮町

③繍td:

③環境事陸銭

⑤.棄損興

⑥洞防

⑦総理事

計

①隊機繍励金等

@地方後

③一級車オZ憲司事

計

司事λ①物件の量擁

~.君事繁華華 xは繍失禰償

〈号令共同発f守地方穫に奇襲るもの

③その他� 

12，純錨'fR 

: 乳総8.<41Ii'f肉 
f1，761.616.'fR 

M ブ鈴~.2，6?千円 

:J.3al.開千円

九一三五~~.lI!!5.'f跨

;三 .1;49.2事毒;'fR 

21.23急車37'f門
ん 陣 織 働 欄 �  a・I'fR

14蹴，鱗干狩�  

21.袋詰� .837千円

ぷ'....J.Q!i8.1鈴:乎R 

L 二..!i.~1. 2!i鳴子関
ムょして(l'f円}

嶋叩--'ー-一ーーえれ弓丸 871，~.'f R 

s 




6.貸借対照表による財務分析

指標 草案津子言� (H22) 草津市(問。 県内� 9市平均� 

(H21) 

CD 現世代負担比率� 82. 3% 8 1. 1 % 77. 7% 
一-
@ 将来世代負拠比率� 23. 0% 22. 9% 2γ. 8% 

。議入額対資癒比率� 4. 4 4. 42年� 4. 1 7年� 

e 有形闘定資産の行政目的

>>Ij割合

生活インブラ・霞土集金� 57. 3% 58. 3% 47. 6% 

教膏� 25. 2% 23. 8% 30鱒� 4%
一ー
福祉� 4. 0% 4: 0% 4. 4ちも� 

問

環境衛生� 4. 4ちも 4. 6私� 3.γ% 

産業譲興� 2. 9% 3. 1% 6. 2私

?書館 o. 6% O. 5誌� O. 8% 
同

総務� 5. 6ちる 5. 7免� 6: 9% 

⑤ 資産者将化比率� 42. 4% 4 1. 2% 44. 3% 

県内� 9市=大津市・近江人犠事・守山市・栗東市・甲賀市・携帯務・東近江市集米涼市・草津市� 

KE現役代負担比率1=総資藤� (1，350犠� 8，943万円)/公共資産合計(1，� 642億� 992万丹〉

現存する社会糞本が、� i麟去から現代世代の負強でどれだけ賠われたかを殺します。

知将来世代負翻比割=地方費残高� (377鐘ゑ� 362万円)/公共驚離合計(I参� 642鍛� 992万丹)

務事する社会資本書?、蒋来世代の食接によりどれだけ形成したかを表します。

公共資藤整備の財灘をどこに求めてきたかを示す「現倣代負強比率J r将来世代負担比串Jを見ると、そ

の大部分� (8麟趨)を通常から現在世代の負強(市税、構換金等)によって実臆しており、越市と比べて

将来世代の負担が鞍くなっていると蓄えます。

治議入額対資産比率1=資離合計� (1，801儲� 8，151万円)/資金収支計算審の収入合計� (408傭� 8，046万円)

歳入額対資産比率は、資麓残高(社会喪本として形成された錦定資産や積み立てられた基金等の財藤総額)が

識入総額{各年度の議入決算額)の何年分iこ相当するかを表しており、社会資本盤備の震合いをポナ指壌です。

インブラ韓備か揺社設どのソフト事業に注力するのか法政費判断による部分が大きいと替えますが、一毅iとこの

比率が高いほど、ストックとしての社会資本整犠が進んでいることになります。

本市では、搬入の約4年半分に相当する資灘総額を有していることが分かります。果がき他市との比較で

は、平均値よりもやや高くなってお号、本市が社会資本整備に讃端的に取り組んできた結果であると言え

ますが、一方で、それだけ資産の維持管瑚に多額の経費が必要となることを示しており、注意が必聾です。

ゆ宥形語定資産の行政語的>>IJ割合|

強賠体と比較することにより、市の費接形成の特徴〈重点配分等)を把揮できます。

公共資産の分野別内訳者見ていくと、生活インフラ・諮土保全(土木費欝連)の割合が持対的に高くな

っており、その内訳を晃ていくと、本市は特北、道路整錆に識点を量いてきたことが分かります。� 

7 



一方、他市との比較で、教育分野の割合が低くなっているのは、文化ホ ~lレ等の高額な大規模撞綾を有

していないことが膨響していると考えられます。

防費藤老有化比率!


公立議鏑慣却累計額 (750億 4，840]j丹)/有形国定資産合計一土地十按価償却鼎計額(1， 771傭 389万円)


現存する社会資本が、震毒患年数iこ対して平場してどの程度の部教が経過しているかを嫌します。
 

7. .成  22年度行政コスト計算書の概袈

皆殺コスト計算書は、一会計年震において、人的サ…  rスや給付サー1::"ス等、行政サーピス全般の供給 

iこ要した経費を集計したものです。地方鴎治体の行政活動は、将来世代も制還できる資産の形成だけでは

なく、人的サーピスや絵付サ}ピスなど、資藤酵成につながらない行設サ}ピスポ大きな比盤を占めてい

ます。そこで、安産形成の状説を示した貸借対熊表だけでなく、自治体の金活動を総合的に抱擁するため、

また、行政サ…ピスの提供にどれだけの経費を饗しているかのコスト場報を明らかにするため、行政コス

ト計算識があります。

地方公共罰体の活動信的は、畏蝶安定的設住民サーどスの提供iこありますが、より効率的なサ-1:::+スの

義供者圏るためには、コストと行設括動の効巣を対比させることにより、行教活動の効率性金将顕するこ

とが必要となってきます。行政コスト計算書は、その分軒のための一つのツールとしで非嘗に有用なもの

であると雷えます。

なお、民需企業における損益計算書は、 i説益項目から費用項自を離し引きその差舗を和議として算出し

ますが、行政コスト針葬書ではコストの把撮を目的としているたゐ、持政コストの合計から直接の受義者

負担分{使用料等の特定信諌}を控除し、市税や補助金で襲うべき純行政コストがどれだけかを算出して

いますd 

8.行設コスト計算書作成の前提条体

本市の行設コスト計算書は、平成  19年 10丹に総務省  f新地方公余計憲glj変築務研究会報告審j で示さ

れた財務書類作成要額に慕づき作成し、異体的には下詑条件により作成しました。

(1)対象:普通会計

普通会計どは、総務省が毎年実施している f地方財政状読欝査(決算統計)Jに基づくもので、一般会計に公営事業

会計等を除いた特別会計を加えたもので、本市の場合、一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、学校給食セン

タ}特尉会計、草津東京休日急病診療所特部会計が含まれます。 

(2)作成対象期間  :4月 1日から 3月 31自の 1年間 

出鱗整理期間 (4月 113から 5月 31 13)の収支は期間中に終了したものとして作成しました。
 

(3)経常行設コストの範臨

当該年疫の住民に提供した行政サ}ピスに要するコストで、現金支出を伴うものだけに疲らず、減部償却費や退職

手当担当金への繰入額、不納欠損額といった現金支出を伴わないもの告と含んでいます。ただし、現金支出合伴うもの

から、資産形成立つながる建設事業費や市債の元金僕還分等、貸借対鰻表で捕鈍される経費は除いています。なお、

誠価償却費については、作成要輔に示された弼局長手数に基づき、残存価額ゼロの窓額法により算定しています。

窃人にかかるコスト:職員の麗用に要する経費

(i)人件費

人件費の総額から、当該年度の退職手当支給額、賞与事i当金繍入額を除いた額を計上しています。

{引退職手当担当金繰入等

当該年震の退職手当支給額と、退職手当事i当金(在籍する議員全員が年度末に自己都合により退職した

と復定した場合に必要となる退磯手さきの総額)として新たに繰り入れた額の合計を計上しています。 
(ui)賞与引当金繰入額

次長手痘 (6J:!)支給の賞与額のうち当該年症に係る分 (4ヶ月分}を賞与引当金繰入額として計上しています。

き



器物にかかるコスト:市が最終消費者として支出する経費

(i)物件費

消耗品や備品の購入、光熱水費、業務委託などに饗した経費を計上していまナ。


{計維持補修費

建物など擁護交の維持修繕に要した経費会計上しています。


〈遜〉議額償却費

有形閤定資産{士織を徐く)Iこ係る当該年度の減価償却額を計上しています。


窃移転支出的なコスト:市訟外の他の団体、億人等に支部する経費

(i)社会保障給付

生荷保舗や保育所等の運営、医療費護助等、各種の給持サービスに獲した経費を計上しています。

(盆)補助費等

各種間体への補助金や負担金を計上しています。

{遜)総会計等への支出額

特定立会計への繰出金を計上しています。但し、他会計に対する投資及び出資金、貸付金等が含まれている場合

は、浅草案金額を鰭験しています。� 

(iv)他母体への公共喪産整繍祷助金等

建設事業費のうち後冨体〈外郭部体等}が自治体からの補助金を財擦に公共資産を整備した場合、その資産は

自治体の資産ではないため、有形溜まさ饗獲として貸借対議表には計上せず、 ~t合体のコストとしてここで計上
します。

@その他のコスト

(i)支払利私

市債の利子償還額と一時借入金利子殺計上しています。


〈的自収不能見込計上額

市韓などの未収金のうち過去からの実績等により新たに回収が闘難と判断された額および実際に不純欠損処

理惑を干すった額を計上しています。

{滋〉その他行政コスト

失業対策費をはじめ、上書記以外のこまストを計上しています。
 

(4)経常収溢(直接の受益者負割分)の範盟

当ま来年度の住民に提供した行政サ…ピスに対する受益者からの霞接的な収入で、発生主義に基づき漢年議定額を計

上しています。その他の市税や閤庫(県)支出金等は、純資産変動計算書で計上しています。ただし、経常行政コス

トと爵様、資産形成につながるもの、つ*り貸借対照表で計上される収入は除いています。

お使用料・手数料


(i)使摺料

〈盆〉手数料


窃分援金・負担金・寄F貯金

{認i)分掠金設び負担金

(ル}寄附金
 

(5)碁礎数値


器機数値は、当該年度の地方財政状況調査(決算統計)および歳入歳出決算書の数僅を用いています。
 

9.行政コスト計葬書� 

φ 経常行政コスト 比率� 333議� 3，698万丹 窃経常i説議� 18繍� 5，印4万円

人にかかるコスト� 20. 5% 68纏� 2，066万再 使用料・苧数料� 11様え� 958万円

物にかかるコスト� 29.8偽� 99樟� 4，235万円 分ま窺金・負扱金・寄付金� 7縫� 2，636万持

移艇支出的なコスト� 47.3掲� 157億� 6，599万円 純経常行政コスト

① φ 314憶� 8，104万陪その能のコスト� 2.4採� 8億� 798万円� 

s 




行(政目コ立スZ計;算:]トL書� 

t経常行政コスト】 〈単位� 2千円〉

憲章 獄 教育 繍も11: 環担t儒生 産集振興 その鎗� 

(1)人件.� 6，042，806 1，245，109 1.362，684 457.348 容

(忠}汲糠手当引当金繰入等 464，466 122，358 37.098 a 

1 1(3)貸与引当金繰入額� 313，391 74.182 23.135 

小 昔十� 6，820，申告3 517.581 

<1 )物件嫌 5.550.415 1，412，376 383.量34 

274.嘗46 O.繍� 213.159 200 6.320 

1込書'1 1.幸容私書45 561.584 221，275 

喜多喜� 42.3 2事S事� 

7.9書2.409 24.0事� 

2，917，314 8.8'再� 30，521 

3 (3)総会計簿への支出額� 4，412.101 13.2協 1，850，212 

(4)総弱体への� 
444，162 1.31 131.940

公共 動禽

計� 15，765;986 47.3覧

(1)支払剃 ... 696.773 

41(2)悶JIl('ド能見込昔十よ様� 111，212 

〈お)その他行政コスト

ま十� s 。 。 。 。 。 。

経常行獄コスト�  a 3.898.352 13.824，962 2，811，902 1，391，659 1，160，635 3，742.663 270.662 

{事院露主主主遣事} 11.7事� 41，5略 8.ot也 4.2覧 3.5" 11.2覧 。白畠"

【経常級主義]� 

352，798 95，417 30，44事

。� 4，588 告� 

352，798 100.005 3器，総書� 

2.毒事� 2.2也



Jこ段:金額:符
市民1人 下段:事脅威比率:%

区分� 5きたりの 人に語論議冶るコスト 物にかカミるコスト 移転支出約なコスト その他のコスト
行政コスト

退職手幾 貸与 総会計 閥収 その他� i(内) 維持 減価 社会保隊 総際体.""，

支払利息人件費 引当金 華i滋i量 物件費 補修費 償却費 給付
者聖書き金等 等への� e長必聾猿書展 不言語 行政

繰入者事 級入費震 支出額 調官補助金等 見込緩 コスト

草津市(H22) 274，910 
49，832 3お§� 2，584 45.771 2，267 33，950 65，909 24，057 36，384 3，663 5，746 917 。� 

18.1 1.4 0.9 16.7 0.8 12.4 24.0 8.8 13.2 1.3 2.1 奇.3 0.0 

草津市(H21) 
5仏397 5.177 2.697 44.5幸5 2，151 34，0容器� 50，036 44，460 3喜多803 16，705 6，614 652 9 

294，345 
0.7 11.6 17.0 5.717.1 1.8 0.9 15.2 15.1 12.5 2.2 0.2 O.合

豊島内9市平均� 
310，436 

53，590 5，788 3，318 50，918 1，747 43.586 47，193 4吾，647 40，575 5，386 7，679 1，047 ム38 
(H21) 17.4 1.8 1.1 .16.4 0.6 13.7 15.6 15.9 13.0 1.7 2.5 0.3 む.0

県内� g市山大津市・近江八機市・守山市・楽東市・甲賀市ー期南市，東近江市・米践す8・草津市

行政コストの投紫剖内訳{市民1人あたりコスト〉を見ると、本市は他市と比べて、全体的に支出が抑

えられています。これは、これまで職員数の割識に務めてきたことや、靖院等の公営事業会計を持たず、

繰出金や議助金が抑制されていること等が功を奏していると考えられます。

畏的別で見ると、橿祉部門のほか、生活イン7ラ・鑓土保全(土木費)の割合が高くなっており、潜路

をは乙めとする会共資産に係る維持管理費等が報対的に大きくなっています。

なお、� 22年農において社会保障給付が増怒しているのは、子ども手当約� 24億円の支給によるものであ

り、擁換金等が減少しているのは、� 21年震の定額給付金ならびに子嘗て搭援手当の支給が完了したためで

す。また、他聞体への公共資産鞍欝播助金等が滅少しているのは、� 21嘉手捜に駅前市街地梓開発事業におい

て、約� 12億金持薬し事業を終了したためです。� 

10.持政コスト計算書iこよる財務分続

草津市� (H22) 草津市� (H21) 果内� 9市平均� (H21) 

(i) ~愛娘者負担詑率 5. 6垢� .5. 2%、� 4. 7c}も

②狩綾コスト対税政等� 

詑率

95. 9誌� 103.9% 102.2% 

防受識者負握比率経常寂益(18傭� 5，594万丹)/経常行設コスト� (333撞え� 698万円)

自治体の握供する有縁サーどスに対する受益者負捕の苦手i合老衰します。経常収益は直接的な受益者負担の額であ

るため、行政コストに対する緩常収主主の製合により、受益者の負扱割合を算定するととができます。策強者負担比重較の平均

約な値は5%前後どなりますが、悠鵠体に比べて毒事しく低いような場合獄、原密を群級に検討する必要があります。

本市の数値は、県内能市との比較でも、ほぽ平均穫議震であり、横ね適正な負強会求めていること

が分かります。

前年度との比較では、前述要菌等により経常行政コストが競少したため、負担比率は� O. 4%改聾

しています。� 

E5行設コスト対税叡等比率

=組経常行政コスト (314穣� 8，104万円)/…般財諒+補助金等受入� (328億� 2，311万円)

受益者負認を捻いた純経常行政コストを、当年度の経常的な収入財源により、どの穂度賠えているかを表しま

す。この指標が� 100%を?超えると、経常的な行政サーピスを提供するために遍去からの資産を取り崩したか翌年� 
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度以捧へ負強を回したこととなり、下回れ廷資麗を蓄穫したか、翠年度以降の負強を軽誠したことを衰します。

税i設等に占める行政コストの割合を恭す「行政コスト対現収等比率jでは、本市においては、 21年

度は 100%を上躍っておりましたが、 22年疫においては改善し、県内他市平均との比較でも泉好な数

億となちました。 

11. 平成 22 年度資金~支支軒草書の概要

策金収支計算書法、行政指動に弾う資金の流れを、 3つの収支鉱分(経常的訳文、公共資産整礎収支、

投資・財務員寺駅支)別に表示したものであり、年度中の棄金の増減内訳を表したものです。

(1)経常的収支の部

自治体の経常的に行われる行教活動から発生するキャッシュ・フロ}殺計上します。収入項爵として

は地方税、地方交付税、関県支出金(公共驚産整備に採るものを除く)、地方護、利用料や手数料等、支

出現闘としては人件費、物件費〈潜耗品の購入費や名簿の議託管理経費等)、社会集障給付、支払科患、

補助金等があります。なお、ここでの地方債発行額は、赤字地方債に傑る発行額であることは註意が必

獲です。

一般に f経常的収支の部J~こおける余鱒{黒字額)をもって、下記「公共資産離傭収支の蔀j および 

f投驚・財務白色収支の部Jの不足〈逆手字額)を構てんする収支構造になっていることから、この黒字揺

が小さい場合、財政構造が硬直化していることを示しているため、行政活動支出のー騒の欝誠に努める

ことがお裏となります。 

(2)公共資鹿整盤戦支の部

公共資産の整備に伴う支出と、それに対応する国県支出金や地方債発行、基金取崩等の封源{収入)

を計上します。驚藤整備(建設事業〉を自治体自らが行ったものでなくても、最終的な資金使漁が公共

資鹿膿舗である場合には、該当する他会計および他団体への議出金、補換金等の支出額拡ついても、こ

の中で計上します。

通常、公共資産整備収支に採るキャッシュ・フロ…は赤宇となりますが、その赤字額は、経営的収支

の黒字額の範閤内でなければなりません。 

(3)投資・財務的i民支の部

上記以外の収支、具体的には公営企業や外務団体への出資金や貸付金、地方積の苅金償連鎖、基金の

積立額等の支出と、それらの財源となる収入や公共資還の売却特の財務的令キャッシュ フロ…を計上e

しています。近年は、地方僚の鋪漉に加え、蒋来の巨額の財主主負担(施設の大規模更新噂)に讃えるた

め、基金への積立を増やしていることから、この投資・封務的収支に係る恭字額は増加額舟にあります。 
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{準金:千円}
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世
間
一
期
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一
残

金
一
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現
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計
一
計

歳
一
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期
�
 

経営的収支の部Q)� 

支出〈人件費・物件費・後助奏者事}� 

収入{市税・霞史晃被義主食・俊F話料毒事}� 

公 共資産整犠収支の部舎

支出(普通建設事業費)

収入(国県補助金・地方債等)� 

投資・財務的収支の部。

!支出{基金積立・諸島t;債償還毒事)� 

収入{基金書主婦・公共重量産売弱者事}� 

歳計現金増減額{金十舎十舎〉� 

平成� 22年度� A

9，840，322 

627，123，982 

36，964，304 

ム2妻� 364，002 

ム5，586，559

3; 222，557 

ム7，059，274

67，290，402 

231，128 

417，046 

平成� 21年度� A

8，116，329 

626，761，355 

34，877，684 

~1 ， 953， 267 

ふゑ� 350，事77 

3，397，610 

ム6，246，530 

67，606，044 

1，359，514 

ム綿密� 468 

獲さI(A-B) 

1，723，993 

6362，627 

2，086，620 

~410， 735 

6235，682 

6175，寺53

~812， 744 

315，642 

61，128，386 

500，514 
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経堂鵠i設支の蔀の収入では、前説の務ち込みにより、地方交付税が約� 14億円の増となったこと等に

よち、約� 21穣円場却しました。そのため、投資・財務的収支の部では、将来に備え減償義金へ約� 10

億円、鮮政調整基金へ約� 7譲丹の棋立会し、議者褒金増議穣は約� 5穣円の増、期末識軒現金残高は約� 

4億円の増となりました。なお、投資・財務鵠収支の蔀の絞入拡おいて、� 21年慶託基金の一部を廃止

し他の基金に積み替えを行ったという特殊要密があったため、約� 11譲丹の減となっています。� 

Eプライマリーバランス{基礎的財政収支)】

ブライマヲーパランスは、帯畿の発行や償還、財政調整基金への積立・取崩を除いた擬質的な財政i民支

で、このi民支がプラスであることは、市議の積還を除く議出について、税収など市績の搬行に頼らない収

入によって金額籍えていることを意味します。本市のプライγ リーパランスは、� i晶去より一貫して黒字と

なっています。

前年度との比較では、地方交付税の増加が大きく影響し、基礎的財敦i設支{プライマヲ…パランス〕は

約� 25億� 3千万円のプラスとなり、職字幅も約� 6億9千万円の増加となりました。位然として健全な棄す致運

営者磯絡できていると考えられます。

(単位:千円)

時

糞

日

醐

持

む

綿
一

462，468 
酬.，剛，告

味

削
削

均

w
h
u
a
t

dh
d

oo
'
M879，514 

平或� 22年農 平成� 21年変 事|

収入総額(繰越金を除く〉� 40，417，989 39，634，808 783，f81 

地方債郷行額
、‘

64，006，915 62，846，426 61，160，48呈

財紋測艶基金等取崩額� G 6630，000 総合'，000

支出総額�  ~40， 000， 943 ム39，718，276 ~282， 667 I 

総方奇襲元利償還額� 4，425，062 4，611，875 6186，813 

財毒殺務援義金等積立額� 1，6き9者� 643 787，040 903，603 

基礎的財敦J/J(支� 2，525，836 1，839，021 鰯，� 815 1 
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資金~交交計算審

〔322221J2]
 
1 綬常間収支
人件費 7，074，935 

物件費 5，550，415 

社会保輝総付 7，992，409 

議励金等 975 2，68，3
支払利息

他会計等への事務質調事充当財量産線路支出

その他文様

支 出会針
縫方税

金色方交付税

闘機構励金等

使用斜・手数料
分援金・負担金膨寄聖母余

鐙収入

地方債発行緩

お金取讃様

その他収入

収 入合
経!常約収笈�  

z 公共資産�  E

公尖資産鐙備支出

公共資産整備補劾金等支出

他会計等への建綾費充当財源線出支出

支 出会計

園祭事機動金等
地方債発行磁
基金取蹴領、

その他収入

収 入会計

去を 尖 資 . 整鎗収支鍾�  

696，773 
1，851，529 

274，946 
27，123，982 
20，480，529 

473，1792， 
7，265，371 

1，043，594 
722周� 5 
~37，5鉛

ゑ3事8，015 
20，518 

2，026，249 
36，964，ぬ4 

9，斜0，322

の� 
4，978，国5 
444，162 

163，8事2 
5，586，559 
1，560，328 
1，553刈)1)� 

40;α殺

事事，229 

3，222，� 
t::.2，364，∞2 

557 

。
 

o 

o 

o 

3 設実“財務的根， 定 の き 事

設糞&ぴ総資金

黛付金

基金積lt倒
定積運用基金への緑出支出

他会計等への公債費充当財霊祭繰出支出

地方後償還緩

薬務米払金支払支出

その他支出

23，6∞ 

1，718，S5OS幸7 

1，767，947 

3，729，599 
52，050 

支 出 合 計 7，290，402 

閤県被助金等

貸付金回収綴� 

a臨金取崩碩

地方債発行様

公共演度等売却収入

その他級入� 

49.894 

65，9∞ 
40，17事� 

75，156 

i奴 入 合 計 231，128 

投資�  .財務的収支援 t::.7，05幸，274

銀年度線上充用金増減鶴

幾年度鍵計現金嶋減額

綴曾.針現金残策

期末線計現金残高� 

※1一時借入念に関する情報� 

ぐむ賞金収支計算書には一時借入金の増減i窓会まれてい~せIv.
舎芸評成:22年度における一時借入金の僚入限度績は0千円です.

(!)支払利息のうち、一時借入金持場予1;t1，310子持です。� 

※2&礎的財政収支{プライマリーパランス)1こ倒する情報
収入総額� 40，417，989千円

地方債発行額� t::.. 4，∞6，915 

財政UlJ療器金等取溺績� t::. 0 
支出総額� t::. 40紙調1)，943
地方債元利償還額� 4，425，062 

獄激震聾&会等積立鎮� 1，690.643 

議礎的財政収支� 2，525.83S千円� 
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12.平成� 22度純費護変動計算書の援要

純糞諜変酷計算書は、貸借対票衰における� f緯資産j の年度中の増減内訳を表すものです。

期首純資鹿残高� 

純経常行政コスト

純費産合計

1，328.7蕎� 

ム314.8億

公共棄産等整備

罷県補助金等

323.4犠� 

公共紫獲等整備

一般財源等

1，155.6穣

その他

一般財糠等

ム158億� 

ム314.8僚

資産評価差額

7.7信

一般財謀� 

補助金等受入� 

臨時援益� 

254.2鐘� 

88.g信� 

0.4億� 

.14.2億� 

254.2議

74. 1億

0.4傭

科白振替� O議� .6.8.2穣� 12.7鐘 ム4.4億 ム0.1億

資産評価替え変動� .6.5.9擢� .6.5.9億

襲来純資産残高� 1，3印� .9譲� 329.4譲� 1，168.3鐘� .6.148.5鐙� L7鍛

(1)緯経常行政コストと一般財源

行政コスト計算書で算出した緯経繋行政コストは、説収等の一般慰源iこより賠わ設ければならないため、� 

fその他一般財源等Jの按少饗盟として計上し、一般財源収入である地方税、地方交付税およびその他行

政コスト充当財楳を「その能一般財源等j の増加饗因として計上します。� 

(2)補助金等受入

補助金等受入については、額蕗支出金・換支出金のうち告毘捧で行う建設事業費および貸付金・出資金

の財源となった部分を� f公共資産等整憶醤県補助金等j として計上し、それ以外の分は、一般財源収入と

して� fその他一般財課等j に計上します。� 

(3 )臨時議益

公共資産の兜却損益{売却額…帳簿倍額)や、投資・出資金の投棄損益(実質価額一取得原価)、災害復� 

113事業饗等の経常的でない特忠告な庭崩に基づく横益が発生した場合、臨待損益として� fその他一般需謀等j 

iこ計上します。� 

(4)科自援替

上龍の変動要題以外にも、糞本的取引に伴って純棄産内部の援替(財源の異動〉が発生します。資産取

得持の財源投入額や、処分時の財親潮加額を把握することで、財源の異艶を窮らかにします。� 

CD公共資産盤犠への財源投入

公共資産整欝民際して、横助金および地方綾京外に、一穀封濃を光てた場合、その棋を� fその他一般

財調等j から「公共資産等整備…般財濠等jへと振替します。使途の自指令一般財療が、公共資諜整備

の財諜として固定イとされたことにまります。� 
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@公共資産姑分による財源増

公共資産を除却または売却した場合、資産整舗に光てられていた補助金やー態封糠について、 fその龍

一般財課等」への振替安行います。また、当骸資産について資産評価整額がある場合は、問時に開様の

鍍替を行います。公共資産整備の財甑として固定記されていた財援が、使途の自由な一般財源に変わっ

たことになります。

③貸付金・出資金等への財誠投入

公共資産整備への財源投入の場合と同識に、貸付金・出資金の支出に際して、一般需諜を充てた場合、

その額を fその他一般財糠等jから f公共資業等鞍積一般財源等Jへと振替します。

§貸付金・出資金等の関設等による財源増

公共資産語分iこよる財諜増の場合と同様に、貸持金・出資金の回紋等が島った場合、これらに充てら

れていた補助金やー穀財源について、 fその他一般財源等」への披葬を行います。

§誠イ匝鍵却による財源場

公共資産〈費却資議〉の誠価償却記伴って、資藤整舗に充てられていた捕助金や一般財源について fそ

の他一般財諜等Jへの振替を行います。減イ高嶺却による公共資産残高の減少に持い、問時に財源側の純

資産を按少させる必獲がありますが、議稲積却費は純経常行政コストの一部として「その組一般財糠等j

より被じているため、 f合共資藤等整備閤黒補助金等」および「公共資躍等整備一般財源jから Fその他

一般財源等jへの振替が長要となります。

命地方領横還等iこ伴う嵩諒振馨

地方様の横選{元金部分)は、実質峠には公共資産鞍護資金の後払いと脅えます。償還には…般財源

が充てられるため、公共資盤整備への財糠投入と同様、償還時に fその飽一般財糠等jから f公共資産

等蟻嶺一般信漉等」への振替を行います。 

(5)資産評価替えによる変動額

保宥する兜蒋可能費接や脊鑑証券等の評価替え(時鶴評価)に伴い、 f資産評舗差額j会計上します。ま

た、当該資産を処分した場合は、計上していた f資産野信差額j を誠じます。 

(6)無償受贈驚産受入

寄附等により、無事室で資康を受贈した場合、当該受贈資麗の公共資産計上額を「資産評価麓額Jに計上

します。 
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純資産変動計算書

(臨時如月  1悶)
議平成23年3月31悶

(単位:干円)

公共資産等聾舗 公共資産等整備 その他
純資産合計

臨膿構助金等 一般慰濠等 一般財藷等
資産評寵差額

ー期蓄純資議機高� 

純紐常各政コスト� 

一般財痕

地方税� 

地方焚付税� 

その他行政コスト党幾齢灘� 

補助金等受入� 

器時損益

欄剛ゐ 話事業糞i災響機� ...... 
公共資産除売部議議� 

投資損失� 

損失講習E等引当金緯入等� 

科目撮普

公共資巌整穣への財源般入� 

公共貨盟主処分による財臓増� 

貸付金・出資合等への慰ii投入� 

貸付金・出資金等の罷収等による財灘増� 

滅髄犠線!こよる財源増� 

地方積鍵還等iこ伴う財綴織替� 

難波評価醤えによる変動錨� 

鍛鑓受贈資蹴5歳入� 

その他

982，567，786 115，338，32行59，詰874，132

6.31，481，043 

20，550，486 

2，179，473 

994事，2.68 

8.825，699 1.422，543 

O 

40，178 

6.1，5鎚� 

o 

O 

G 

1，903，379 

tO.681 

436.272 

6.535.5∞ 
6.823，702. 6.3.293.286 

2，153.707 

6.588，721 

o 

。

ム� 15，801象527

ム31，481，043

20，550，486 

2.179，473 

94，事2.689 

7，403，156 

O 

40，178 

6.1，598 

G 

6.1，903雰379

O 

6.436，272 

535，500 

4.116，988 

6.2，753，707 

出� 769，718

6.10，681 

o 

o 

6.588，721 

O 

揚末純資鹿残高� 135.089，427 32，937，627 116.843.235 6.14.861.751 170，316 



13.連結財務諸我

地方公共団体の行政活動は、本体部分である一般会計あるいは普通会計だけではなく、多讃え丈関課題体に

よって実施されています。連結財務藷畿は、普通会計のほか、喜治体を構成するその越の特別会計や、自

治体と連携協力して行政サービスを栂供している関保障体や法人を一つの行政サ}ピス実撞主体とみなし

て作成する財務書類です。これにより、自治体全体の資産と負賓の状況、行設サ…ピスに喪したコストや

撃を金収支の状況など命総合的に担擁することが可能となります。

け)i車轄の範鴎

本詩ぎでは、普通余計とすべての公営事業会計のほか、地方公共間体の関与の下で密接な関連を有する業

務を行っている下記の団体・組識を漉結対象としました。

-一骸余計 醤用品誠途争議特君!経緯す

-住宅新築資金等貸付事議糊I長掛 関学校給食センター糊l除針

献盛会計

-草棒栗東休日銀鵠均的野機泌持十;金
4z2zhz 公 限公共下水道事癖慨!捨針 園駐議場事難階!接請十公営企業会計

営計
僅水道事業会計草 事

津: 業 その他会計 組屋氏健康保接事業期総針 -老人保鍵事業機1足掛
4ヌE3恥Z市|� 

-ゴト穣保験事業暢総計 .後期高齢者医療事業織強掛計全!
体 橿議議広域情繍合 岨滋賀察後期高齢者医療事業広域連合

{比O!路約

一部事務2合・嘉誠道官

-市町村交通災害共演組合 -滋賀県自治会館管強盗合


-滋賞県市町村苓暢セシタ}


地方三紳士
 .草津市土繍開発公社


第五セクタ…
 -草津市とコミュコ・ティ事謙;詔 -藤津市スオキーツ議興事業体 

(2)連結の方法

漉結財務審類では、草津市選結グループという一つの行政サーピス実施主体が、外部と行った取引によ

り発生した費麗・負債、宥款コスト、収議等のみを計上することとなるため、連結対象となる会計、団体

問で行われた取引は、原則としてすべて相殺摺去する必要が島りますミ具体的には、対象となる会幹およ

が団体の財務審類を、必華客な修正告と加えた上で合算(政竣の関謀団体については、各市の負担割合等に応

じて比例按分)し、補助金や出資金、繰出金などの連結内部の取引について、相殺による識額調整を行っ

ています。

ミ� (3)普通会計の慰務書類との比較

公共資騰や地方費残高の詑較をすることで、普通余計だけでは見えない社会資本整備の状況や借金の規

模を把握することができます。連単倍率(地方公共団体全体[連結1/普通余計}が大きければ、それだ

け普通会針以外の余計・鴎体による行政活動規模が大きいことが分かります。また、行政コストや収入に

ついては、他会計への操出金や地問体への檎助金等として計上されていたコストが内部取引として持殺さ

れ、実際にその余計や団体で使われた科E位置き換わるため、より実態に却した行政コストの状況を把握

することができます。� 
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出実稽対露表

勢滋余計� 8 {葱津市連全結棒)� A A B 

現役:ft:負担比率� 82.:J覧 73.1~品 .69.2事

将来世代負担比率� 23.0盤� 31.!i込 &容覧

回行政コスト計算書

畿通会針日 {草津市連金結体)� A A B 連単倍率A/B

人にか会話コスト� 68飢� 066万円� 88億:4，274万円� 20俄2，208万円� 1.30 

物にか会ミるコスト� 9幸徳4，235万円� 1お億1，703万円� 38俄� 7，468万円� 1.39 

移転支出的なコスト� 157鎌惑，599万円� 327億9，0悲1万円� 170俄� 2，462万符� 2.08 

その他のコスト 器鎌?号事万円 お億7，745万円� 1幸俊6，947万円� 3帯� 31

合計{経常行政コスト)� 333億� 3，6鵠万円� 581億2，783万円� 247，徳吉滞5万汚 1.74 

受益者負担比事� 5.6% 35.~事 2事.7軍� 
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瀧結賞器対照鞭
(零歳 23年� 3 J!J31目現夜}

{単位:千円}

備� 1; 3置 方� 

[資産の量 a] [負僚の善事1 
1 公共策室 1認定..
。}事官費華街定資� II (1)重富3首公共闘偉� 

①霊長男苦インフラ・lI:!::f襲雪量 143，429.947 ①普通会鈴鎌倉.� 34，1事8，319

篭湖監事市 43‘級事費総書� l ②公費筆集銭湯割� E 35.流)0， 528

③梅幸止 紛ぬ785 治方公共翻体計

@ヨ 1.11.瞬5主 ぬ紛� 6.尚� I(の覇軍係留体 

ま1.139.10①4J軍事組合./t，織遣会主車方領358 2，8.97⑤産業銀輿

⑤滴防� o制k

oall 
1，051.381 1;芝公栓長級借入金

，10，209.9書量 。l ③鯵:::iI~~一等憂調書情入金

。
<1>叙議事案 主将� 8.901 図書事喜重事事録� 

⑨その銭 o I (3)長期重量� S色合� 

柏
崎4

2

8478，9.88書� 

輔

削

胤

4

U角

4
M
W 

事事警重要� IU陸型� III合計

(2)錘聖書問自在資� II 
(3)亮却可錦資総

公共資産合量f

2 1tヨ賢司事 

(1)1t.21ぴ騎賞金� 

(2)貸付金� 

(3)益金毒事� 

(4)豪華� E延滞.織

24呈321.1窃� 

528，8ω 

17主総� o
主将，022， 388 

132，386 

1ぬ器� 00 

347.213. 8， 

2.177，842 

I(妨害!当金 7，210.189 

I (うち温 E量平童話司開� i重益金}� 8，自由良� 111 

うもその費量� o切迫障会}

I(5)t'~号事主

210.47喜。� 
鑓� 3聖書量司� E合量� f 78.47邑$書事� 

主流動負債

(1)翌年度骨量I1"f'聖書量

①地方公会話題体 8，228.383 

②鍵<<母体 119.310 

費量年度慣遺"f.Mtt 11.407.693 

{鈴その他 S 〈幻緩割目情λ金{書� E毒事E車線上実用金を含t')� 4.9崎，� .922 

{事}話器収不能見込書量 .6.883.370 (3) *r.会 749.523: 
一一ぷぶぬゐ帽剛剛酬幽幽幽幽幽幽薗園町

投資調事会計� ，曲線923事'，

一� 
(4)豊臣通事� 11交象予定量u陣容滋� 

その他3{事

(5).~害事 i意義会 -173，217 

，ぷふ」担立
りだ� 378，515 

s 草壁"幾重量 .重量負債合計 な� 437，ωa� 

(1)資金 13.∞8，883 

(2)*板金 ω7.910 負 債 合 計 自1，91旦量� 14 

{紛販売用不富島 II 2.130，490 

(4)その後 21，117 講 演 �  E撃の郊]� 
(5)路線不徳見込書 E .6.172，275 t 公共資� llW.t車問農事審議会司事� 4il;928，870: 

.鋤貨獲合針 15.7暑がお ま公共資厳司事費量� 4隆一� IRIf.等 
a 他団体及lIJ聖書華街.分� 

4 t'の徳一銭量 t.・� 
143，883.841; 

e 
A.l亘書事� 4.178 

E.最4 重喜*'主 ~I器策獲務様盤楓 2.包 5.818

2李総8249，17 

資産会計 211，140m!.I 負債ltぴ級資産会計� 271，7-ω.426 

車場，医療合計� 
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連結行政コスト計算書
縫〕1Ji14J1!22(禽平成  

~ 平成� 23連事31著書� 1B


E経常行政コスト3 〈総位:午円}
 

わ0 
‘..... 

(1 )人件費 

(2)返事院:.~器等初当金繰入等 

1 (3)貸与引き輪金繰入緩� 

1I、計�  

(1 )宅島件費

{ま}鎌鋳害事告書受 
2 

(3)減価債務後� 

1I、船�  

(1)教会君臨鱒絵付 

(2)錦織余等� 

31(3)他会計等へ� o:i:t器級� 

(4)他国体への

小 骨十�  

(1)j注意主総Il� 

4 1<忠)餓収不事事晃込計上客員

{のその他行政コスト 

11¥ 世十

経常行総コスト�  a 

〈事襲� 5主主1:� I慎)� 

E後手骨収益】� 

1 倹� F悪事ヰ・容量駐車ヰ� 

z分担金・重量生題金・寄附金� 

3 保 覇権 料� 

4 事 自陣 級 護主� 

5 -t-の総特定行政サ…t!ス収入 

6 i臨会祭事費助金等

鹿島 常 級 益� b 

b/a 

a-

総磁 {申書.比事} 袋闘詰寄:イtン係コ金ラ・� 

J 

7暴720.208 13.D 825.881 

744，015 1.3覧 51.715 

378，515 0.7拡� 

8，842.73自� 15.2量 90M60 

6.793.849 11.7鷲� 749，712 

4喜弘幸� 01 0.7" 263.647 

6，589，680 11.31 3.2毒事 .673 

13，817，030 23.8首 4，302，032 

26，399，720 45.4覧� 

------5，336.316 書立書� 1，045，326 

537，7喜7 0.9" 410，848 

516，810 0.9骨 2∞，申書� 4 

32.790，613 喜志，� 4'尾� 1，656.268 

1，928.785 3.3事 /〆〆---

336，1器器 0.6首� ~ 
412，507 0.7胃� 123，497 

2.677.447 4.6'事� 123.4自 7

喜轟，� 127，829~ 急事� 87，857

/同--~ 12;鍬� 

1.134，502 ~ 352，798 

10.2毒事， 381〆〆/�  89.613 

4，518.8告書� ~ ..--イ 
4，628，011 ----〆イ 1，930，791 

158，848 ~ 2，551 

A 228，075 ~ 。� 

20.498.453 

-----
2，375，753 

35，3事� ~ 34.0事

事融資� 

1.245，109 

92.586 

65，352 

1，紛� 3，047

1.3書1.4審 7 

41，114 

842.789 

2.275，360 

章容.029 

‘129，91書

。

。� 

21書fl45 

~ 
~ 

。

。� 

3，898，352 

6.7事

書5，417 

4，58書� 

~ 
G 

邑

告� 

100，∞� 5 

2.6覧

植後�  i制衛生�  E量線復興� 

1，145，9事7 288，782 

122.358 237.事事審� 25，292 

85.987 51.081 15.5∞ 

1，787，38書� 1.435.018 32聾，574
句二 を �  

1.255.927 2.016，933 454.221 

2.388 事2.総書� 19.147 

248，168 1.3ω，3181 絡� 7，123

1.5脱線事 3，427，738 930.4暑 1 

26.297，7由卑� 11，8事 S---プ 
3，507.296 (12.782 237，343 

轟74，888 A 144.893 A 410，848 

1118.22事� 8，347 量2.218 

30，647，骨85 A 11.865 A 91.287 

~ ~~ 
~~~ 

283，283 20，661 s 

2暗3，283 20，861 む� 

34.205，140 4，871，事52 1，168，778 

58.8事� 8.41 2.0量� 

17s.o76 一ーにら企� 56，'鈴� 7 30，449 

10，027.240 A 15.487 195 

4，518，806 ~~ 
15.115 2，308.659 容器，� 777 

54，807 33，Q72 21 

ふ� 54ρ15 A 97，061 A 45Q.52r 

14，738，028 2，486.071 A3事7，085 

43.11 51.0也 側� 31.4嘗
一一一一一 ……し……

E売自信 総君事 糧会 :i:仏教j患 晃回込収計不上言語廻 その他

お:，.t8，2ll0 1，982，774 234，451 ~~ 告

"'，.:71，.05事� 1311.136 

123'4Z158醐・2275 j/4 戸d'FF 

~ 器� 

25，754 &3.815 ~ 。� 

515，009 2.214，725 戸戸/戸� -1. 。

事7.513 8t5，874 12.212 

----------- む

事.毒事告� 35，781 白川---〆〆/~ 

----ー
1!)2，420 302.189 窃川/〆〆/~ /イイ 
208，8昔8 1.153，845 12.212 。〆-〆戸- 。� 

-----------
〆..--~~~ 

17，826 279.121 轟，7岳6 ~~ 告� 

7，9事� 5 27 OL....〆〆凶，.....- ..--〆が む� 

5，550 51.3， 12 
01______ ~ 。� 

31.341 総� 1，52事� 6，706 ~ /戸/戸/ s 

/〆〆〆" ~ ~ 1，928.78器� ~~ 
~~~~ 33器禁155~ 

。� 5.0器器� O~ /イイ 。

。 事総書 。� 1，928.785 336.155 G 

755，219 3，705，158 27脅.835 1.92SS7KSS梶~ 338，155 8 

1.3事� 6.4" 0.5事 0;毒事� 0.0昔

一鍾般瞥財橿源� 

83.763 ~ ‘ 告� 132，7271，834 。� 4，J5写� 

A 1.01毒.594 A 120，184 静� G川/〆--- s 1，31事，990

/〆--

------~~~~~。� 14，7意書 。 主事� 7.880 - - - 〆  91---〆--

o 68λ事器 。 号~ 容� 238 

A 9，173 A 61，828 母� 458，527 

------
事 。� 

A 1，024，133 A 21.299 告� 761，159 ~ o 工科書� .955 

-135.6革� -{).6誕� 39.5覧� ~ 0.0首� ~ 
{量産事1)覇権事量殺行政コスト 



連結資金収支計算書

〔223;;22J〕� 
(J院総:'fpJ)

。
。

|71 

。

e 

1 豪華 常 的 議定 支 の 意事� 

人件費

物件費

総会事軍隊給付� 

IIJ害事 念.. 

支払利息

その総支� t詰

8，95弘幸74

秘書的側� 

26，412，949 

6，ω8，228 

1，928，785 

l:t.418.2昌喜 

1

支� I!I 会 量十 4車線7，441 

地方、犠 2書，4章容i，5司9 

治方交付犠

綴9帳簿励金等

2，17事'，473 

14，402，193 

者!，報科・手費量斜

分観念・魚鐙食・望書務会

1，048，514 

10，1似� 9，627 

保険斜

事S量殺人

語審級入

宝庫方債発行舗

4，374，05毒� 

4，5毒事，370

聾15，990 

2，511，215 

長期借入金借入費量

ま車M倫入金増加額� 

a臨命取属国事費
その義量級入

12，686 

5，156，1∞ 
165，948 

2，1告書，総4

収 入 会 計 意工事事9，153 

事量 事骨 的 善意� ;t 掻� 21，1事1，712

窓 公共策定聾備級交の官事

公共資産聾豊富3主主語� 

公共資重量重量鍵害事励金調f;tl!l
地方鎌足u音量主主量人公共貧農盟陸自信;t~詰

一義葬祭事事総合・広域連合公共覚書量獲量磨支出

治1i三公社公共貧農.鍵;t~詰

第三セク聖一等公共却を量産盤鍵支出

その他支出� 

82429183mSS8 

自

163，8総� 

;t t詩 合 警す� 6，8量2，22事

鱒銀錦織金司事� 

地劣後発行看護� 

豪華華僑入金骨量入額

益金書量織観� 

その他収入� 

1，798，157 

2，101，026 

40，1ぽ10

303，454 

収 入 合 きす 4.242，637 

公共費量週撃競備収支事案�  l:t.2，639，5事事� 

3 後糞 財務釣 収支の 穏� 

2量ヨUlt'出資金 
貸付金� 

通事金積立繍� 

定舗量E思議会への書量出支出

地方債..重量� 

4堅調書信入金返済組� 

銭湯骨骨入金減少額� 

..請書米r.倉支払支出� 

収益司陣織総支出� 

その他支出� 

1，00

23，脱却

244.571 
事事� 

7，81弘事0

B 

5，240，鈴宮� 

52，05

1.168，5事告� 

0 

7

7 

0 

;t 主語 合 昔十 14，550，9231 

銅線槍滋金導F
貸付余喜重収額� 

S臨場聖書提語調書量� 
主義1.it鹿徐行事E 
長期借入金覇権入額� 

公共演盟主線型軽義章旗入� 

収益事案総統入

その億級入� 

4明書4 

4;側M

1，639，000 

B 

40，451 

告

23，46事

01 

草案 入 会 骨十 1，75事，818

事設費If� . JIオ� 5裏番号収支援�  l:t.12，794，105 
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連結純資産変動計算書
〔自平成2如月�  1日〕

至平成23年3月31日� j

(単位:千円)

純資産合計

期首純資産残高 響離競欝整空襲

純経常行政コスト

一般財源

地方税

地方交付税

その他行政コスト充当財源

補助金等受入

臨時損益

災害復旧事業費

公共資産除売却損益

投資損失

収益事業純損失

損失補償等引当金繰入

出資の受入・新規設立

資産評価替えによる変動額

無償受贈資産受入

その他

期末純資産残高� 離額欝躍警重舷i 
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